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西

鶴

晩

年

の

動

向

檎

ノド、

τ丁

昭

彦

1 

寸
難
波
み
や
げ
』
の
示
唆
す
る
意
味

一
五
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
正
月
、
大
坂
の
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
京
都
の
松
葉
屋
平
左
衛
門
お
よ
び
江
戸
の
万
屋
清
兵
衛
の
三
害
時
十
は
、
相
板
で

俳
書
『
制
一
間
難
波
み
や
げ
己
一
冊
を
出
版
し
た
。
大
坂
住
、
静
竹
窓
菊
子
の
編
に
な
る
も
の
で
、
寸
松
寿
軒
西
鶴
翁
点
墨
」
を
西
鶴
の
評
語
を

加
え
て
巻
頭
に
収
め
た
俳
書
で
あ
る
。

こ
の
西
鶴
の
点
を
得
た
前
句
附
の
、
西
鶴
の
題
句
と
評
語
に
は
、

大
坂
伊
丹

西
鶴
晩
年
の
作
品
守
世
間
胸
算
用
』
（
元
禄
五
年
王
月
刊
、

屋
太
郎
右
衛
門
・
京
都
上
村
l
松
葉
足
｜
平
左
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛
版
）
所
収
の
短
篇
の
描
写
に
酷
似
し
た
文
ユ
一
一
口
が
見
出
せ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
で
に
野
間
光
辰
氏
の
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
が
（
1

）
、
い
ま
私
が
関
心
を
も
っ
数
点
を
ま
ず
引
用
し
て
、
後
の
考
察
に
備
え
る

｝
と
に
す
る
。
引
用
は
、

（
西
前
）
と
し
て
西
鶴
の
前
句
を
挙
げ
、
次
に
菊
子
の
附
句
を
併
記
し
、
さ
ら
に
西
鶴
の
評
語
を
記
す
。
な
お
評
語

の
下
に
付
し
た
番
号
は
引
用
順
を
一
不
す
。
評
語
の
一
宇
ア
キ
は
改
行
を
示
す
。
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（

同

前

）

宵

に

は

泣

て

笑

ふ

明

ぼ

の

掛

乞

に

内

義

断

り

ひ

仕

舞し、

大
隔
日
の
せ
は
し
さ
兼
好
が
書
出
し

今
の
よ
の
有
様
か
は
る
事
な
し

亭
主
出
ち
が
ふ
て
夜
あ
け
に

帰
り
て
年
と
る
さ
ま
お
か

西
前

残；~

し可

し

を

置

l：工
路、： L"f;"

.x~ 

か

:::. 

る

宿

l~I 
ノ』、

(j) 

や｝

又

命

,_.__,. 
Aニ

め

な

し
（
二
句
め
）

ナ
ふ
氏
布
一
青
水
山
内
日
土
差
我

Pau
－

v
一
円

H
川
叶

t十

lι
、wJ
a

－Jノ
r
F
L

・I
l
l
a
p
b

‘JH
u
r
J
A
M
m
n

カ
ク

（
西
前
）
物
J

む

し

た

る

朝

白

ハ

の

担

御
室
此
た
び
寺
社
を
残
ら
ず

我
国
方
が
物
が
た
り
の

－一
1司
A

J

－
ミ

J

中

J
J
d
rに予刀

l」

，，．、、

一一、‘’d’。

正
し
く
踊
ご
し
ら
へ
の
替
り
す
が
た

し
放
の
編
笠
は
か
ぶ
り
も
の
な
り

ツ
り
ヒ
ゲ

共
あ
と
か
ら
坊
主
の
釣
髭

，，目、、

一一、h，〆。

- 92 -

秋

タ

二1,1:
イ」

衆

出

←L. 

＼仁

σ〉

手L

（土

ぢ

て
（
三
句
め
）

以
上
三
例
を
示
し
た
ο

ま
ず
用
例
の
一
に
つ
い
て
、
野
同
氏
は
こ
れ
を
『
胸
算
用
』
の
巻
二
「
啓
一
一
口
も
只
は
き
か
ぬ
宿
し
の
描
写
に
類
似
す
る
と
指
摘
し
（
2
）、さ

ら
に
巻
三
の
「
村
さ
へ
御
目
泣
ひ
」
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
3
I

二
こ
っ
i

ご
士
日
向
。
μ
£

、。

↑－
p

i

J
一

y
u
v
y、
＋
f
1
1
Jん
J
J

、U

三
に
つ
い
て
も
同
前
で
あ
る
。
但
し
野
同
氏
は
、
右
町
難
波
み
や
げ
』
（
以
下
上
記
の
よ
う
に
表
記
す
る
）

の
前
旬
附
に
お
い
て
、

初
句
前
句
の
「
心
な
が
ふ
も
住
る
庵
室
L

の
附
句
の
汗
誌
を
、

｝
怯
硯
ι
巻
四
っ
人
真
似
は
猿
の
行
水
」
と
同
案
と

さ
れ
、
次
の
前
句
の
「
な
い
に
極
る
秋
の
ゆ
く
す
ゑ
し
の
付
句
の
、
「
分
散
に
入
ら
ぬ
は
萩
の
錦
な
り
」
と
い
う
菊
子
の
句
へ
の
評
語
、



人
？
と
き
は
仕
掛
も
の
あ
り
て

身
代
を
つ
ふ
す
な
り

是
は
吟
味
し
て
ま
こ
と
に

極
ま
り
女
房
の
衣
類

道
具
は
算
用
の
外
と
ぞ

に
つ
い
て
は
、
『
胸
算
用
』
巻

「
問
屋
の
寛
澗
女
」
の
記
事
に
類
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
4
）

O

そ
の
他
、
こ
の
「
西
鶴
翁
点
塁
」
に
は
、
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
の
一
篇
（
巻
三
っ
行
水
の
宝
舟
し
と
、
評
語
の
「
諏
訪
の
う
み
氷
の
う
き

は
し
を

狐
の
わ
た
り
て
後
人
馬
の
か
よ
ひ
け
る
と
也
L

と
の
関
連
）
や
、

さ
ら
に
『
本
朝
二
十
不
孝
』
巻
三
「
当
社
の
案
内
申
程
お
か
し
」

と
の
関
連
（
5
）
な
ど
、
約
め
て
言
え
ば
西
鶴
小
説
の
脚
注
に
あ
た
る
か
の
ご
と
き
文
言
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
、
『
難
波
み
や
げ
』
は
元
禄
六
年
正
月
刊
で
、
こ
の
歳
八
月
十
日
に
西
鶴
は
難
波
で
没
し
た
。
西
鶴
の
文
言
が
（
つ
ま
り
右

の
評
語
を
ふ
く
め
て
）
生
前
に
公
刊
さ
れ
た
の
は
こ
の
『
難
波
み
や
げ
』
が
さ
い
ご
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
右

の
評
語
は
元
禄
六
年
以
前
の
執
筆
で
あ
ろ
う
し
、
お
そ
く
と
も
元
禄
五
年
末
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

さ
ら
に
年
譜
と
書
誌
に
よ
れ
ば
、
元
禄
六
年
正
月
、

つ
ま
り
『
難
波
み
や
げ
』
出
版
時
点
に
お
い
て
、
西
鶴
作
の
小
説
『
浮
世
栄
花
一
代
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mg
が
出
版
さ
れ
て
い
た
ο

こ
れ
も
同
年
正
月
刊
で
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
わ
り
は
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
の
こ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
事
実
を

一
万
す
に
と
ど
め
て
、
も
う
少
し
状
況
報
告
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
同
年
正
月
刊
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
版
元
は
、
京
都
油
屋
宇
右
衛
門
・
松
葉
屋
平
左
衛
門
、
大
坂
雁
金
屋
庄
兵
衛
、
江
戸

万
屋
清
兵
衛
で
あ
る
。
京
の
松
葉
屈
と
、
大
坂
の
雁
金
屋
と
、
江
戸
の
万
屋
と
、

そ
れ
は
俳
引
い
『
難
波
み
や
げ
L

の
版
元
と
ま
さ
に
同
一
の

版
元
で
あ
る
こ
と
自
明
で
あ
る
。

い
ま
、
も
う
一
名
の
京
の
油
屋
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
が
、
本
書
は
西
鶴
作
と
し
て
き
わ
め
て
疑
わ
し

い
内
容
の
作
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
元
に
一
民
す
と
、
『
難
波
み
や
げ
L

の
評
語
を
西
鶴
が
書
い
た
の
は
元
禄
五
年
末
か
と
い
う
点
は
前
述
し
た
。

撰
者
静
竹
窓
菊
子
の

序
文
の
日
付
は

コ
苅
禄
五
年

冬
至
L

と
な
っ
て
い
る
し
、

彼
は
大
坂
北
久
太
郎
玉
丁
町
の
前
句
附
清
書
所
の
主
人
で
あ
り
、
元
禄
玉
年



十
月
、

ι談
林
長
貼
集
』
（
可
咲
や
木
の
花
』
）
の
後
集
と
し
て
右
『
難
波
み
や
げ
』
を
出
版
し
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
（
6
）

O

以
上
を
整
理
し
て
い
え
ば
、
ー

『
世
間
胸
算
用
』
と
俳
書
『
難
波
み
や
げ
』
の
各
内
容
に
は
近
似
し
た
要
素
が
あ
る
こ
と

2 

両
書

の
出
版
書
障
が
、

油
屋
を
の
ぞ
い
て
同
一
書
睡
で
あ
る
こ
と

3 

し
か
も
西
鶴
作
と
し
て
は
き
わ
め
て
低
調
な
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』

は
、
右
の
三
書
母
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
と
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
西
鶴
の
死
の
八
ヵ
月
前
に
現
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

の
現
象
が
示
唆
す
る
問
題
は
当
然
西
鶴
晩
年
の
動
向
に
関
わ
っ
て
く
る
。

本
稿
は
元
禄
三
年
後
半
か
ら
西
鶴
死
没
時
ま
で
の
年
譜
を
た
ぐ
り
な
が
ら
、
右
の
問
題
に
私
な
り
の
解
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
前
引
『
難
波
み
や
げ
』
の
引
用
の
一
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
吋
胸
算
用
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
試
み
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に
右
の
一
を
ふ
く
め
た
三
例
と
対
比
し
て
、
西
鶴
が
元
禄
五
年
秋
以
降
に
作
っ
た
『
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
か
ら
数
例
を
引
用
し
て
み

る
。
句
の
下
の
番
号
は
句
順
を
示
す
。

大

晦

日

其

暁

に

成

に

け

り

（

U
）

商
人
の
渡
世
い
そ
か
は
し
く
町
人
の
家
ノ
＼
は
天
秤
十
露
盤
の
音
高
く
大
帳
に
付
込
一
年
中
の
算
用
つ
め
と
て
か
し
か
ま
し
殊
更

夜
の
明
る
迄
か
け
ま
は
る
事
あ
り
其
暁
と
句
作
せ
し
は
高
野
山
へ
の
付
寄
也

宮

古

の

絵

馬

き

の

ふ
見
残
す
（
M

け）

見
わ
た
せ
は
祇
薗
に
平
忠
盛
に
と
ら
へ
ら
れ
し
火
と
も
し
の
大
男
お
そ
ろ
し
清
水
に
福
録
寿
の
あ
た
ま
に
階
子
を
か
け
て
欣
を
剃



所
も
お
か
し
（
下
略
）

心

持

医

者

に

も

問

す

髪

剃

て

（

日

都
の
う
ち
に
借
り
座
敷
し
て
養
生
心
に
叶
ひ
医
者
に
た
つ
ね
て
は
今
す
こ
し
と
い
ふ
を
待
か
ね
一
昨
日
は
嵯
峨
御
室
の
詠
め
に
暮

し
き
の
ふ
は
東
山
な
と
歩
行
に
て
ま
は
り
寺
社
残
り
な
く
心
静
に
此
病
人
命
ひ
と
つ
は
拾
ひ
物
是
か
ら
行
末
五
百
八
十
ま
で
の
仕

ム、
仁I

役

者

笠

秋

の

夕

に

見

つ

く

し

て（
3

第
三
に
芝
居
の
楽
屋
帰
り
の
気
色
を
付
ょ
せ
け
る
事
（
中
略
）
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難
波
堀
江
の
姿
の
花
四
座
の
舞
子
い
つ
れ
か
い
や
と
お
も
ふ
は
ひ
と
り
も
な
し
（
下
略
）

以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
私
に
は
、
右
『
独
吟
百
韻
白
註
絵
巻
L

の
付
句
お
よ
び
自
註
と
、
『
難
波
み
や
げ
』
の
西
鶴
評
語
の
あ
い
だ
に
、

微
妙
な
関
連
と
イ
メ
ー
ジ
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

可
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
の
成
立
は
未
詳
だ
が
、
元
禄
五
年
秋
の
西
鶴
熊
野
行
の
途
次
に
、

右
百
韻
は
成
り
、

そ
の
自
註
は
翌
六
年
一
月

の
『
難
波
み
や
げ
』
刊
行
を
あ
い
だ
に
は
さ
み
、

八
月
の
西
鶴
死
没
ま
で
の
間
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
『
独
吟
百
韻
自
註
』
（
以
下
こ
の
よ
う
に
略
称
す
る
）
に
は
、

そ
の
三
十
四
句
・
一
二
十
五
句
の
自
註
に
以
下
の
よ
う
な
文
章

が
あ
り
、

そ
れ
は
遺
稿
『
西
鶴
織
留
』
巻
六
の
二
「
時
花
笠
の
被
物
L

の
後
半
部
と
、
同
巻
六
の
三
「
子
を
お
も
ふ
親
仁
し
の
、
連
続
す
る

二
つ
の
章
の
話
柄
に
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



右
の
『
西
鶴
織
留
』
の
ニ
章
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
し
て
い
る
か
ら
い
ま
は
省
略
す
る
（
7
）

0

『
西
鶴
織
留
』
は
遺
稿
で
あ
り
、

出
版
は
没
後
一
年
弱
、

正
確
に
言
え
ば
没
後
七
ヵ
月
に
出
た
短
篇
集
で
あ
り
、

そ
の
版
元
も
、
く
ど
い

ょ
う
だ
が
大
坂
の
雁
金
屋
と
京
都
の
上
村
（
松
葉
屋
）
で
あ
っ
た
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、

識
者
に
は
さ
ら
で
も
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
以
下
に

『
独
吟
百
韻
自
註
』
の
三
十
四
句
と
三
十
五
句
の
二
句
と
自
註
を
引
用
す
る
。

鹿

に

連

泣

き

す

か

す

抱

守

（

外

）

紅
葉
に
鹿
は
正
風
の
付
合
な
か
ら
絶
に
付
寄
の
う
と
き
物
を
付
る
よ
り
は
是
い
っ
と
て
も
よ
し
花
に
蝶
水
に
蛙
付
ょ
せ
物
也
前
句

の
作
り
花
を
子
と
も
の
も
て
あ
そ
ひ
に
付
な
し
鹿
と
つ
れ
泣
と
句
作
り
機
嫌
直
し
の
花
紅
葉
に
い
た
せ
し
抱
乳
母
か
才
覚
心
な
り
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面

影

や

位

牌

に

残

る

夜

半

の

月

（

お

）

さ
な
き
た
に
秋
は
物
か
な
し
き
に
鹿
の
鳴
音
よ
り
は
哀
な
る
は
世
の
無
常
に
そ
有
け
る
い
ま
た
物
の
わ
き
ま
へ
も
な
き
少
年
の
母

に
お
く
れ
て
タ
ノ
＼
に
た
つ
ね
な
け
き
し
に
な
き
あ
と
の
位
牌
を
お
し
え
て
か
〉
さ
ま
は
あ
れ
に
ま
し
ま
す
と
お
の
／
＼
袖
の
露

ひ
る
事
な
し

右
の
ご
と
く
、

『
独
吟
百
韻
自
註
』
と
遺
稿
『
西
鶴
織
留
』
と
、

さ
ら
に
『
〕
難
波
み
や
げ
』
の
西
鶴
評
語
と
、

そ
れ
に

『
世
間
胸
算
用
』

と
、
四
つ
の
主
国
の
あ
い
だ
に
は
、

そ
の
描
写
と
文
言
に
近
似
す
る
要
因
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち

公
刊
さ
れ
た
三
書
（
『
独
吟
百
韻
自
註
』
を
の
ぞ
く
）
は
、
こ
れ
も
ま
た
、
大
坂
の
雁
金
屋
と
京
都
の
松
葉
屋
の
両
書
卑
を
主
た
る
版
元
と
す

る
出
版
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
死
没
年
の
数
年
前
か
ら
の
、
西
鶴
に
み
ら
れ
る
俳
詰
へ
の
固
執
を
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
う
し
て
本
稿



の
視
点
は
定
着
し
た
。
再
度
西
鶴
年
譜
を
再
読
し
な
が
ら
、
生
前
の
動
静
を
事
実
に
即
し
て
ふ
り
返
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

な
お
前
述
し
た
『
】
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
版
元
の
ひ
と
り
油
屋
宇
右
衛
門
に
つ
い
て
だ
が
、
彼
は
本
書
以
外
に
出
版
物
は
な
く
、
泊
屋
を

名
乗
る
書
障
で
西
鶴
本
を
手
が
け
て
い
る
の
は
、

京
の
書
皐
と
は
別
に
大
坂
の
高
麗
橋
筋
西
の
油
屋
与
兵
エ
が
、

『
西
鶴
織
留
』
の
正
徳
二

年
版
を
刊
行
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
8
）

O

加
え
て
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
再
板
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
二
月
で
、
そ
の
版
元
は
京

の
松
葉
屋
と
江
戸
の
万
屋
彦
三
郎
の
同
名
で
あ
り
、
す
で
に
油
屋
宇
右
衛
門
の
名
は
刊
記
に
な
い
。

つ
ま
り
、
本
書
の
有
力
版
元
は
や
は
り

松
葉
屋
と
そ
れ
に
副
う
雁
金
屋
だ
っ
た
と
考
え
て
妥
当
だ
ろ
う
。

2 

西
鶴
俳
詰
年
譜
の
読
み
の
試
み

元
禄
三
年
（
一
六
九

O
）
九
月
下
旬
京
の
本
屋
半
兵
衛
は
加
賀
田
可
休
撰
『
糊
物
見
車
』
五
巻
五
冊
を
版
行
し
、

は
点
取
俳
詰
へ
の
各
俳
諮
師
の
評
点
を
公
開
し
て
、
わ
け
で
も
西
鶴
の
評
点
を
非
難
し
た
。

京
の
井
筒
屋
庄
兵
衛
は
北
係
団
水
著
『
制
物
丸
一
叫
答
特
牛
』
一
冊
を
版
行
、
団
水
は
本
書
で
加
賀
田
可
休
を
駁
論
し

そ
の
な
か
で
可
休

- 97 -

ま
ず
事
実
の
報
告
を
十
七
項
に
分
け
て
す
る
。

2 

同
年
十
月
十
四
日

た。

3 

同
、
十
二
月
下
旬

西
鶴
は
上
京
、
北
保
同
水
亭
に
両
吟
歌
仙
二
巻
を
試
み
、

い
ず
れ
も
半
歌
仙
で
止
ん
だ
。

中
ノ
＼
老
の
浪
の
よ
っ
て
も
つ
か
ぬ
ぞ
。
句
毎
に
め
ざ
め
て
、
我
又
其
心
に
う
つ
し
て
あ
と
よ
り
お
よ
ぎ
つ
け
ど
も
、

と
か
く
足
の

お
も
た
く
、
ゃ
う
ノ
＼
歌
仙
の
中
ほ
ど
、
瀬
を
越
所
に
し
て
止
ぬ

と
西
鶴
は
ず
一
い
い
た
（
『
団
袋
ι
元
禄
三
年
刊
序
）
。



4 

こ
れ
よ
り
さ
き
、
団
水
は
守
特
牛
』
の
な
か
で
語
っ
て
い
る
の
だ
が
、
十
月
十
一
日
御
池
通
り
の
飛
脚
宿
、
早
道
六
兵
衛
を
大
坂
の

西
鶴
庵
に
遣
し
、
本
書
へ
の
加
担
を
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
対
し
西
鶴
は
、

し
か
れ
共
、
所
存
の
義
有
之
候
問
、
貴
辺
御
答
ね
が
は
く
は
、
な
く
て
あ
り
な
ん
、
こ
な
た
よ
り
、
ゆ
る
ノ
＼
可
申
入
侯
（
『
特
牛
』
）
。

と
返
書
し
た
。

5 

苅
禄
四
年
正
月

『
椀
久
二
世
の
物
語
』
上
梓
。
但
し
本
書
は
存
疑
本
。

6 

同
年
春

高
野
山
住
侶
の
如
管
区
・
知
月
以
下
計
五
名
の
百
韻
一
巻
に
西
鶴
は
引
点
を
加
え
た
（
Q

）
。
こ
れ
に
西
鶴
は
「
難
波
俳
林
二
万

翁
」
と
自
署
し
て
い
る
。

7 

同
年
八
月

難
波
松
魂
軒
の
仮
名
で
、
『
物
見
一
叫
俳
諮
石
車
』
四
巻
四
冊
を
著
わ
す
。
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本
文
・
挿
絵
自
画
自
筆
。

本
書
の
版
元
は
、
京

の
上
村
（
松
葉
屋
）
平
左
衛
門
、
江
戸
万
屋
清
兵
衛
、
大
坂
喜
善
堂
の
相
板
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

8 

同
年
冬

）
れ
に
自
ら
再
判
し
、
可
山
太
郎
独
吟
歌
仙
巻
』
（
写

山
太
郎
な
る
俳
人
、
自
作
の
独
吟
歌
仙
一
巻
に
西
鶴
の
判
を
受
け
、

本
一
冊
）
を
公
表
し
、
西
鶴
を
文
盲
と
罵
っ
た
。

9 

元
禄
五
年
正
月

『
世
間
胸
算
用
』
刊
。
版
元
は
前
述
の
よ
う
に
、
大
坂
伊
丹
屋
、
京
上
村
（
松
葉
屋
）
江
戸
万
屋
で
あ
る
。

ハ
υ
4
a
E
A
 

西
鶴
は
備
前
の
う
ち
ゃ
孫
四
宛
に
書
状
を
送
っ
た
。
孫
四
の
俳
譜
添
削
依
頼
に
対
す
る
返
書
で
、

同
年
三
月
四
日

こ
れ
に
は
次
項

点
の
情
報
が
読
み
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

a 

本
文
に
よ
れ
ば
、
「
春
夏
に
備
前
へ
罷
越
候
。
其
時
分
其
元
へ
も
罷
立
寄
、
可
申
承
侯
」
と
い
う
。

b 

向
、
「
今
程
目
を
い
た
み
、
筆
も
覚
不
申
候
L

と
い
う
。

c 

同
、
っ
比
句
の
脇
第
三
あ
そ
は
し
可
被
遣
候
／
我
発
句
也
／
桜
影
か
な
し
世
の
風
美
女
か
胸
霊
か

西
鶴
」
と
あ
る
。



11 

同
年
三
月
二
十
四
日

盲
目
の
一
女
法
名
「
光
合
心
照
信
女
」
死
亡
。

12 

こ
れ
は
陰
暦
だ
か
ら
愛
娘
の
死
後
三
ヵ
月
余
の
期
間
と
推
定
す
る

l
l紀
州
熊
野
に
遊
び
、
前
引
の
寸
独
吟
百
韻
L

巻

同
年
秋

成
る
。日

本

道

に

山

路

つ

も

れ

ば

千

代

の

菊

鶏

鵡

も

月

に

馴

て

人

ま

ね

役

者

笠

秋

の

タ

に

見

つ

く

し

て

の
連
句
で
始
ま
る
西
鶴
俳
請
の
総
決
算
で
あ
る
。

の
ち
に
西
鶴
は
こ
の
百
韻
に
長
文
の
自
註
を
加
え
、
さ
ら
に
壮
麗
な
挿
絵
を
拍
き
、

こ
れ
を
豪
華
な
巻
子
本
に
仕
立
て
た
。
仕
立
て
た
の
は
後
人
か
ど
う
か
。
と
も
か
く
見
事
な
絵
巻
で
あ
る
。
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因
み
に
西
鶴
没
後
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
六
月
刊
の
京
井
筒
屋
庄
兵
衛
版
の
俳
書
『
熊
野
が
ら
す
L

一
冊
に
は
、
右
『
西
鶴
独
吟

百
韻
』
の
う
ち
十
八
句
が
抜
書
き
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。

撰
者
は
紀
州
熊
野
本
官
の
小
中
南
水
と
玉
置
安
之
で
、

野
間
氏
に
よ
れ

lま

い
ず
れ
も
紀
州
熊
野
本
宮
の
御
師
。
西
鶴
の
俳
諮
上
の
弟
子
だ
と
す
る
。

13 

同
年
十
月

十

日

西
鶴
は
京
の
友
人
宛
書
簡
の
所
書
に
、

俳
話
師
西
鶴
L

と

「
大
坂
谷
町
筋
四
丁
目
す
ゾ
屋
町
ひ
が
し
が
ハ
、

記
し
た
（
吉
田
幸
一
氏
「
新
出
の
西
鶴
書
簡
紹
介
」
に
よ
る
）
（
刊
）
O

元
禄
五
年
初
来
、
の
こ
の
時
期
、
『
胸
算
用
』
を
上
梓
刊
行
し
た
西
鶴

は
、
そ
の
書
簡
に
や
は
り
〈
俳
譜
師
〉
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
い
。

14 

こ
の
年

真
蹟
巻
子
本
『
俳
諮
十
二
ヶ
月
帖
』
成
る
か
。

こ
れ
は
『
俳
譜
十
二
ヶ
月
帖
h

（
天
和
・
内
享
初
年
ご
ろ
成

月
日
未
詳

立
か
）
、
守
画
賛
草
稿
十
二
ヶ
月
』
（
天
和
年
間
成
立
か
）
と
は
異
な
る
一
巻
で
あ
る
。

15 

苅
禄
六
年
正
月

『
浮
世
栄
花
一
代
男
L

刊
（
書
皐
等
は
前
述
）
。



16 

同
年
同
月

『
制
州
難
波
み
や
げ
b

刊
（
計
一
日
賂
等
は
前
述
）
。

同
年
｝＼ 

月
十
日

法
名
「
仙
蛤
西
鶴
L

。

寺
町
八
丁
目
の
浄
土
宗
知
思
院
派
誓
願

17 

井
原
西
鶴
は
大
坂
で
没
し
た
。
享
年
五
十
二
歳
。

寺
に
葬
ら
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
墓
石
右
側
面
に
、
「
げ
ん
剛
一
四
一
糾
建
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
こ
と
を
あ
え
て
記
し
た
の
は
ほ
か
で
も

な
い
。
下
山
鶴
平
は
心
斎
橋
筋
北
久
宝
寺
町
の
「
物
ノ
本
ヲ
ヒ
サ
グ
ヲ
業
ト
ス
」
（
『
誹
家
大
系
図
L

）
る
本
庄
で
あ
り
、
団
水
は
直
系
の

弟
子
で
あ
っ
て
、
西
鶴
そ
の
ひ
と
の
身
寄
り
身
方
の
名
は
こ
こ
に
ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

野
間
光
辰
氏
の
『
年
譜
考
詮
』
（
補
附
版
）
で
は
、
こ
の
項
、
事
実
を
報
告
し
つ
つ
そ
の
墓
碑
の
移
動
の
経
緯
、
瀧
沢
馬
琴
の
墓
参
、

幸
田
露
伴
の
訪
墓
の
各
機
会
に
お
け
る
、
西
鶴
墓
碑
の
無
惨
な
状
態
を
、
淡
々
と
叙
し
て
い
る
。

そ
の
報
告
が
い
っ
そ
う
西
鶴
墓
碑
の

無
縁
墓
化
の
あ
り
ょ
う
を
切
々
と
伝
え
て
痛
ま
し
い
。
野
間
氏
は
右
項
の
補
註
に
い
う
。
「
ま
た
そ
の
死
因
は
、
同
じ
く
（
筆
者
注
ご
」

〉
ろ
莱
』
追
善
発
旬
、

宝
永
三
年
刊
）
、

鷺
助
の
追
善
発
句
に
「
虚
労
裡
に
ふ
る
き
あ
は
れ
を
秋
の
風
」
と
あ
る
か
ら
、

酒
色
過
度
に

-100ー

よ
る
身
心
の
疲
労
衰
弱
死
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
O
L

（
『
年
譜
考
讃
』
仰
頁
）
と
。

以
上
、
西
鶴
年
譜
を
被
見
い
た
だ
け
れ
ば
お
判
り
願
え
る
事
実
で
、
さ
ら
で
も
の
こ
と
に
筆
者
は
紙
幅
を
割
い
た
。
弁
解
す
れ
ば
右
の
事

実
認
識
に
私
見
私
解
が
あ
る
か
ら
で
、
上
述
十
七
項
目
の
西
鶴
の
動
静
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
以
下
、
右
の
年
譜
資
料
を
解
読
す
る
作
業
に

入
る
こ
と
に
す
る
。

3 

出
版
書
随
時
の
離
合

前
章
ま
で
に
見
て
き
た
俳
譜
を
中
心
と
す
る
西
鶴
の
動
向
に
加
え
て
、
以
下
は
、
西
鶴
の
作
家
活
動
と
西
鶴
本
出
版
書
障
の
動
静
と
を
ま
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一

年

齢

一

書

内
七
一
正
月
『
日
本
永
代
蔵
』
（
六
巻
）
刊
。

一
二
月
一
円
武
家
義
理
物
語
』
（
六
巻
）
刊
。

一

一

三

月

J
臥
無
常
物
語
』
（
二
巻
）
刊
。

一
一
九
月
以
前
『
好
色
盛
衰
記
』
（
五
巻
）
刊
。

一
一
十
一
月
『
新
可
笑
記
』
（
五
巻
）
刊
。

一
同
八
一
正
月
『
本
朝
桜
陰
比
事
』
（
五
巻
）
刊
。

一
一
正
月
勺
一
日
玉
鉾
』
（
四
巻
）
刊
。

一

一

三

月

間

一

U
ハ
拾
若
作
『
新
吉
原
常
々
草
』
（
一
代
男
世
之
介
の
名
で
注
を
加
え
る
。
百
鶴
の
版
下
・
挿
絵
）

一

一

γ
T

一
月
九
一

一
五

C

一
五
一

一
五
二

一
六
九
四
一
没
一

ーL. ＇西
F、
！＼ 

！＼ 

」．、ー、？い

↑

」

ノ

／

4
ノ

五四三

一
六
九
O

一
六
九
一

一
六
九
二

_j.  

ノ、

a

」、7
U

↑
」
，
F
Jノ

'-' 

暦

名

八
月
雑
波
松
魂
軒
の
名
で
可
俳
譜
石
市
十
』
（
丙
鶴
の
版
下
・
押
絵
）
刊
。

正
月
ロ
J

祉
問
胸
算
出
』
（
五
巻
）
刊
。

三
月
二
十
四
日
、
法
名
光
合
心
照
信
女
没
。

秋
紀
州
熊
野
に
遊
び
、
「
日
本
道
に
山
路
つ
も
れ
ば
千
代
の
菊
」
を
発
句
と
す
る
独
吟
百
韻
成
る
。

後
こ
れ
に
自
註
を
加
え
、
絵
巻
『
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
成
る
。

八
月
十
日
、
大
坂
に
て
没
。
享
年
五
十
二
歳
。
法
名
は
仙
陪
西
鶴
。
寺
町
誓
願
寺
に
葬
る
。

は、

J
J
M
世
の
月
日
見
過
し
に
け
り
末
二
年
L

。

『
西
約
白
土
産
』
（
五
巻
）
刊
3

『
国
的
織
印
川
」
（
六
巻
）
刊
。

辞
世
の
句

糸、

101-



ず
検
証
す
る
。

附
表
I
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
元
禄
元
年
（
貞
享
五
年
）
の
、

西
鶴
本
の
大
量
出
版
の
の
ち
、

翌
二
年
三
月
に
『
新
吉
原
常
々
草
』
刊
行

後
、
表
に
あ
る
よ
う
に
、
元
禄
五
年
正
月
ま
で
の
こ
年
九
ヵ
月
、

ほ
ぼ
三
年
間
、
西
鶴
に
は
浮
世
草
子
述
作
出
版
の
事
実
は
な
か
っ
た
。

そ

こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
前
述
の
、
元
禄
三
年
十
二
月
下
旬
の
、
西
鶴
・
団
水
両
吟
半
歌
仙
に
お
け
る
西
鶴
の
言
（
前
章
の
項
目
3
参
照
）
で

あ
る
。
第
二
に
は
元
禄
五
年
三
月
四
日
の
、
備
前
う
ち
ゃ
孫
四
宛
書
簡
で
の
、
西
鶴
の
病
弱
の
情
報
と
、
あ
の
発
句
の
凄
恰
の
気
味
合
い
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
私
は
続
け
て
附
表
E
を
例
示
す
る
が
、
貞
享
五
年
（
元
禄
は
同
年
十
月
改
元
）
正
月
、
『
日
本
永
代
蔵
』
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、

そ
の
初
版
の
刊
記
の
末
に
は
、

『
甚
忍
記
』
五
部
八
冊
（
仁
之
部
・
義
之
部
・
礼
之
部
・
智
之
部
・
信
之
部
）
が
、

ち
か
ぢ
か
「
板
行
仕
候
」

主
た
る
版
元
は
森
田
で
あ
っ
た
。
森
田
単
独
版
を
推
定
す
る
説
も
あ
る
ほ
ど
だ
か
ら
（
野
間
氏
『
年
譜
考
詮
』
参
照
）
、

金
屋
と
西
村
は
売
捌
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と
予
告
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
永
代
蔵
』
の
版
元
は
、
京
の
金
屋
長
兵
衛
、
江
戸
の
西
村
梅
風
軒
、
大
坂
の
森
田
庄
太
郎
で
、

元
と
考
え
て
も
よ
い
。
以
上
の
事
実
を
再
確
認
し
て
次
に
進
み
た
い
。

右
『
日
本
永
代
蔵
』
巻
末
刊
記
の
近
刊
予
告
記
事
の
、

『
甚
忍
記
』
五
部
八
冊
の
出
版
は
、

こ
の
あ
と
つ
い
に
発
刊
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
以
来
こ
ん
に
ち
ま
で
い
わ
ゆ
る
『
甚
忍
記
b

の
行
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
論
が
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
い
ま

私
に
語
る
べ
き
資
料
を
持
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
も
う
い
ち
ど
附
表
の

E
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
表
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

『
日
本
永
代
蔵
』
の
出
版
元
で
あ
る
、
大
坂
の
森
田
、
京
の
金
屋
、

江
戸
の
西
村
の
三
書
障
は
、

以
後
の
西
鶴
本
出
版
害
賠
か
ら
そ
の
名
が

ま
っ
た
く
消
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
大
坂
の
主
日
曜
森
田
庄
太
郎
は
、

こ
と
西
鶴
本
に
関
し
て
は
、

貞
享
二
年
の
口
椀
久
一
世
の
物
語
』
、

同
年
『
段
物
集
小
竹
集
片
岡
三
年
の
同
好
色
五
人
女
』
、
そ
し
て
同
五
年
『
日
本
永
代
蔵
』
と
、
貞
享
年
間
の
西
鶴
本
最
流
行
期
を
支
え
た



（
附
表
E）

年

号 西
鶴
本
の
出
版
書
捧

名

天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
月

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
四
月

二
年
（
一
六
八
五
）
正
月
二
月
八
月

三
年
（
一
六
八
六
）
正
月
一一月
六
月

十
一
月

四
月
（
一
六
八
七
）
正
月
正
月
三
月
四
月
五
月

五
月
（
一
六
八
八
）
正
月
二
月

弓1:
~ 

好
色
一
代
男

諸
艶
大
鑑
好
色
二
代
男

西
鶴
諸
国
ぱ
な
し

椀
久
一
世
の
物
語

段
物
集
小
竹
集

近
代
艶
隠
者
（
西
鷺
作
）

好
色
五
人
女

好
色
一
代
女

本
朝
列
仙
伝
（
玄
順
作
）

本
朝
二
十
不
孝

男
色
大
鑑

懐
硯
武
道
伝
来
記

西
行
撰
集
抄

日
本
永
代
蔵

武
家
義
理
物
語

や戸日

時峠

大
坂
荒
砥
屋
孫
兵
衛
可
心

ハU

大
坂
刷
出
三
郎
右
衛
門

大
坂
岡
田
三
郎
右
衛
門

大
坂
森
田
庄
太
郎

大
坂
森
町
庄
太
郎

大
坂
河
内
民
主
口
兵
衛

大
坂
森
田
庄
太
郎

大
坂
岡
田
三
郎
右
衛
門

大
坂
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛

大
坂
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
大
坂
千
種
五
兵
衛
・
江
戸
万
屋
市
兵
衛

大
坂
深
江
民
太
郎
兵
衛
・
京
都
山
崎
屋
市
兵
衛

出
版
害
時
峠
不
明

大
坂
岡
田
三
郎
右
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛

大
坂
河
内
屋
善
兵
衛

大
坂
森
田
庄
太
郎
・
京
都
金
屋
長
兵
衛
・
江
戸
西
村
梅
風
軒

大
坂
安
井
加
兵
衛
・
京
都
山
岡
市
兵
衛
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛



三
月
六
月

（
九
月
改
元
）
九
月
以
前

元
年
（
一
六
八
八
）

十
一
月

二
年
（
一
六
八
九
）
正
片
正
月
三
月

五
年
（
一
六
九
二
）
正
月

六
年
（
一
六
九
三
）
正
月

八
月
死
去糸、

山
風
無
常
物
語

色
里
三
所
世
帯

好
色
盛
衰
記

f

計
川
ゴ
リ
ク
ペ
コ
い

1
1
一L
Aプ
ニ
二
口

一
目
玉
鉾

本
朝
桜
陰
比
十
字

新
吉
原
つ
ね
ん
＼
草

件
HJ
川
リ
’
伺
刊
写
千
日
付

i
i
t
iロ
H
fウ
iノ

浮
世
栄
花
一
代
男

西
鶴
置
土
産

西
鶴
織
留

西
鶴
俗
つ
れ
人
＼

万
の
文
反
古

出
版
令
官
卑
不
明

山
版
世
一
日
卑
不
明
（
中
川
、
元
禄
九
年
以
降
刊
の
書
籍
目
録
に
は
大
坂
雁
金
足
庄
兵
衛
板
と
あ

る
）
。
大
坂
雁
金
民
庄
左
衛
門
か
。

大
坂
江
戸
屋
荘
右
衛
門
・
江
戸
平
野
日
血
清
三
郎

大
坂
同
川
三
郎
右
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛

大
坂
雁
金
屋
庄
左
衛
門

大
坂
雁
金
屋
庄
左
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛

大
坂
深
江
屋
太
郎
兵
衛

京
都
上
村
平
左
衛
門
・
江
戸
万
尾
清
兵
衛
・
大
坂
伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
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大
坂
雁
金
昆
庄
左
衛
門
・
京
都
松
葉
昆
（
上
村
）
平
左
衛
門
・
京
都
油
屋
宇
右
衛
門
・
江
戸
万

屋
清
兵
衛

大
坂
八
尾
甚
左
衛
門
・
京
都
川
中
庄
兵
衛
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛
（
初
版
本
は
大
坂
富
士
屋
長

兵
衛
版
か
。
）

大
坂
雁
金
日
出
庄
左
衛
門
・
京
都
上
村
平
左
衛
門
・
江
戸
万
足
清
兵
衛

大
坂
八
尾
甚
左
衛
門
・
京
都
山
中
庄
兵
衛

大
坂
雁
全
日
店
庄
左
衛
門
・
京
都
上
村
平
左
衛
門
・
江
戸
万
屋
清
兵
衛



有
力
書
阜
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
『
諸
艶
大
鑑
好
色
二
代

J
（
貞
享
元
年
）
、
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
（
貞
享
二
年
）
、
『
好
色
一
代
女
』

（
同
三
年
六
月
）
、
『
本
朝
列
仙
伝
』
（
玄
順
作
、
西
鶴
関
与
、
同
十
一
月
刊
）
、
『
本
朝
二
十
不
孝
』
（
貞
享
四
年
正
月
刊
）
、
『
武
道
伝
来
記
』
（
同

年
四
月
刊
）
と
続
刊
し
た
一
方
の
有
力
書
卑
岡
田
三
郎
右
衛
門
も
、
附
表
E
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
『
日
本
永
代
蔵
』
が
書
堕
森
田
ら
に
よ
っ

て
板
行
さ
れ
た
年
の
十
一
月
に
、
『
新
可
笑
記
』
を
発
行
し
た
の
を
さ
い
ご
に
、
西
鶴
本
出
版
か
ら
そ
の
名
を
消
す
の
で
あ
る
。

岡
田
三
郎
右
衛
門
が
終
わ
り
に
手
が
け
た
の
は
、
口
u

武
道
伝
来
記
』
と
『
新
可
笑
記
』
で
あ
る
。
こ
れ
も
い
さ
さ
か
関
心
を
持
た
せ
る
が
、

こ
こ
で
の
問
題
は
、
西
鶴
本
の
有
力
出
版
書
卑
た
る
森
田
と
岡
田
と
い
う
こ
軒
の
大
坂
の
版
元
が
、
西
鶴
の
許
か
ら
離
れ
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。

一
証
を
例
示
す
れ
ば
森
田
は
句
日
本
永
代
蔵
』
板
行
後
も
精
力
的
に
良
書
を
刊
行
し
た
。

元
禄
五
年
十
二
月

『
和
漢
朗
詠
集
』
一
一
巻

同

年
十

月

『
頭
書
和
漢
朗
詠
集
諺
解
』
十
巻

岡
西
惟
中
撰
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同

七
年
十
月

『
人
鏡
論
（
金
持
軍
宝
記
）
』

な
ど
で
あ
る
。
だ
か
ら
森
田
庄
太
郎
な
る
書
皐
が
経
済
的
に
西
鶴
本
出
版
不
能
に
立
ち
い
た
っ
た
と
い
う
理
由
は
推
測
で
き
な
い
。

以
後
、
西
鶴
本
は
附
表
E
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
大
坂
で
は
雁
金
屋
（
庄
左
衛
門
・
庄
兵
衛
の
二
名
）
西
鶴
没
年
の
元
禄
六
年
正
月
ま
で
、

主
流
を
な
し
て
行
く
。
こ
の
間
、
附
表
E
に
見
る
書
嘩
の
深
江
屋
太
郎
兵
衛
に
つ
い
て
は
、

そ
の
動
向
を
す
で
に
考
察
し
た
の
で
こ
こ
に
は

触
れ
な
い
（
U
）O

拙
論
の
ョ
万
の
文
反
古
』
の
成
立
｜
｜
上
村
系
西
鶴
本
を
め
ぐ
っ
て

i
l」
と
、
ョ
色
里
三
所
世
帯
』
と
『
好
色
兵
揃
』
」

の
両
論
（
臼
）
に
よ
っ
て
、
上
村
平
左
衛
門
（
松
葉
屋
）
系
の
出
版
書
曜
の
出
版
商
業
主
義
の
実
状
を
御
検
察
い
た
だ
き
た
い
。

こ
う
し
て
以
後
の
西
鶴
本
出
版
に
は
、
元
禄
二
年
ご
ろ
か
ら
京
で
は
松
葉
屋
（
上
村
）
が
、
大
坂
で
は
雁
金
屋
庄
左
衛
門
が
実
権
を
握
っ
て



行
く
こ
と
に
な
る
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
西
鶴
本
の
出
版
担
当
書
嘩
の
主
権
が
交
替
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
元
禄
三
年
以
後
、
上
記
の
資
料
お
よ
び
年
譜
上
の
報
告
で
御
覧
い
た
だ
け
た
よ
う
に
、
西
鶴
は
、

し
き
り
に
つ
二
万
翁
L

（高

野
山
住
侶
の
五
吟
百
韻
へ
の
引
点
の
自
署
、
二
章
の
6
項
参
照
）
と
自
署
し
た
り
、

簡
所
書
、
二
章
日
項
参
照
）
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
『
俳
諮
石
車
L

（
以
下
上
記
の
よ
う
に
略
称
）
を
、
精
力
的
に
出
版
し
（
そ
れ
も
団
水
と

「
俳
譜
師
西
鶴
」
と
自
署
（
元
禄
五
年
十
月
二
十
一
日
書

の
歌
仙
が
半
歌
仙
し
か
巻
け
な
い
ほ
ど
俳
諮
創
作
力
が
衰
え
つ
つ
あ
る
の
に
）
、

さ
ら
に
は
成
立
次
不
明
な
が
ら
元
禄
五
年
度
に
『
俳
譜
十

二
ヶ
月
帖
』
も
仕
立
て
た
。

以
上
の
事
例
を
あ
ら
た
め
て
読
み
直
す
と
き
、
こ
の
時
期
、
元
禄
二
年
か
ら
五
年
ま
で
の
西
鶴
は
、
明
ら
か
に
〈
俳
諮
師
〉
で
あ
ろ
う
と

し
、
二
万
翁
西
鶴
、
俳
詰
点
者
、

つ
ま
り
は
浮
世
草
子
作
者
で
は
な
い
と
い
う
自
己
顕
示
的
意
識
を
示
そ
う
と
努
め
た
。

西
鶴
は
こ
の
時
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期
、
俳
譜
師
西
鶴
を
出
版
界
に
再
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
年
譜
上
で
、
圧
倒
的
に
俳
諮
上
の
作
物
が
多
い
の
も
傍
証
と
な
る
。

で
は
な
ぜ
元
禄
五
年
正
月
、
『
世
間
胸
算
用
』
は
出
版
さ
れ
た
の
か
。

附
表
I
で
お
判
り
願
え
る
よ
う
に
元
禄
二
年
初
め
か
ら
こ
の
歳
ま

で
約
三
年
近
く
西
鶴
に
浮
世
草
子
の
述
作
上
梓
は
な
か
っ
た
。
従
来
、
研
究
者
が
説
い
て
い
る
よ
う
に
、
西
鶴
の
病
弱
に
よ
る
散
文
作
品
へ

の
創
作
カ
減
退
、
自
己
の
俳
譜
へ
の
上
記
さ
ま
ざ
ま
な
非
難
や
誹
誘
へ
の
戦
闘
的
な
対
応
、

な
ど
な
ど
を
考
え
る
と
、

『
胸
算
用
』
の
上
梓

は
や
は
り
多
少
の
疑
問
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
研
究
者
に
考
察
は
多
い
。
信
多
純
一
氏
の
論
考
（
口
）
は
当
然

想
起
す
べ
き
だ
が
、
上
述
の
問
題
と
は
関
連
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、

『
世
間
胸
算
用
』
の
各
巻
目
録
の
、

章
題
左
傍
の
小
見
出
し

文
に
は
、

そ
の
二
行
め
に
冒
頭
か
な
ら
ず
「
大
晦
日
の
振
手
形
如
件
L

（
巻
一
の
一
）
の
よ
う
に
、

「
大
晦
日
の
L

の
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い

る
の
に
、

そ
れ
は
巻
三
ま
で
に
と
ど
ま
り
、
巻
四
・
巻
五
の
二
巻
で
は
、
「
地
車
に
引
隠
居
銀
L

（
巻
四
の
一
）
、

「
い
に
し
へ
に
替
る
人
の
風

俗
L

（
巻
五
の
ご
な
ど
と
、
「
大
晦
日
の
L

の
文
言
が
消
え
て
い
る
の
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
し
、
信
多
氏
の
所
論
に
み
る
ご
と
く
（
日
、



そ
の
編
集
上
に
も
い
く
つ
か
の
、
出
版
書
賭
側
の
繭
縫
策
が
検
索
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

短
絡
化
し
て
言
え
ば
、
守
世
間
胸
算
用
』
は
明
ら
か
に
旧
稿
を
整
理
補
筆
し
て
、

年
の
終
わ
り
の
一
日
に
状
況
を
集
約
し
、

短
篇
小
説
集

と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
作
品
で
あ
っ
た
。

一
年
後
の
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
の
惨
憎
た
る
作
柄
か
ら
み
て
も
、

『
世
間
胸
算
用
』
は
、
当

期
の
西
鶴
が
浮
世
草
子
述
作
上
梓
に
、

海
身
の
精
力
を
傾
け
た
力
作
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

本
作
中
の
各
章
に
、

い
わ
ゆ
る
『
甚
忍
記
』

の
草
稿
が
利
用
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
甚
忍
記
』
草
稿
の
行
方
に
つ
い
て
は
い
ま
の
私
に
報
告
で
き
る
資
料
は
な
い
。
た

だ
、
あ
の
『
日
本
永
代
蔵
』
刊
記
に
み
る
近
刊
予
告
の
記
事
に
、

人
は
一
代
名
は
末
代

と
あ
る
一
句
の
宣
伝
文
句
が
や
や
気
掛
か
り
で
あ
る
。

衛
門
の
相
板
）
の
刊
行
に
み
る
経
緯
と
書
誌
的
事
実
の
矛
盾
が
想
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
百
）
O

西
島
氏
は
そ
の
力
作
た
る
論
文
で
、
司
、
↓
水
代
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た
と
え
ば
西
島
孜
哉
氏
が
説
く
ご
と
く
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
刊
の
『
武
道
伝
来
記
』
（
江
戸
、
万
屋
清
兵
衛
・
大
坂
、
岡
田
三
郎
右

蔵
』
巻
末
予
告
の
『
甚
忍
記
』
八
冊
は
、
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の
玉
部
仕
立
て
が
、
草
子
構
成
上
の
〈
趣
向
〉
に
類
す
る
も
の
で
あ
り
、

右
の
五
常
を
『
甚
忍
記
』
の
行
方
と
関
連
さ
せ
て
追
求
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
は
な
い
か
と
論
究
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
氏
は
守
甚
忍
記
』
が

書
卑
森
田
庄
太
郎
か
ら
つ
い
に
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
に
つ
い
て
、
間
U

武
道
伝
来
記
』
の
草
稿
の
残
余
が
、
『
甚
忍
記
』
の
構
想
と
矛
盾
す

る
た
め
に
、
新
し
く
『
武
家
義
理
物
語
』
（
大
坂
、
安
井
加
兵
衛
・
京
都
、
山
岡
市
兵
衛
・
江
戸
、
万
屋
清
兵
衛
、
相
板
）
と
し
て
構
想
を
た

て
直
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
論
す
る
。
氏
は
い
う
。

こ
こ
で
「
甚
忍
記
」
の
刊
行
予
告
を
付
し
た
『
日
本
永
代
蔵
』
の
版
元
、
森
田
庄
太
郎
と
の
関
係
は
推
測
以
上
に
出
な
い
が
、

そ
こ
に

「
甚
忍
記
」
の
刊
行
を
め
ぐ
っ
て
亀
裂
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

ー
中
略
ー
と
す
れ
ば
や
は
り
「
甚
忍
記
」
を
め
ぐ



り
、
西
鶴
と
森
田
の
間
に
何
ら
か
の
確
執
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

「
甚
忍
記
L

を
『
武
家
義
理
物
語
』
と
変
更
し
て
、
別
の

書
障
か
ら
出
版
し
た
と
考
え
る
妥
当
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
（
色
。

と
。
害
時
峠
森
田
と
西
鶴
と
の
関
係
が
常
態
を
逸
し
た
と
推
測
す
る
西
島
論
文
は
本
稿
に
お
い
て
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
。
た
し
か
に
前
出
の

「
人
は
一
代
名
は
末
代
L

な
る
宣
伝
文
句
と
、
「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
」
な
る
五
常
を
掲
げ
た
八
冊
の
『
甚
忍
記
L

刊
行
予
告
は
、

そ
の
文

一
一
一
口
か
ら
〈
町
人
物
〉
浮
世
草
子
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
す
る
に
や
や
困
難
で
は
あ
る
。

は
た
し
て
西
ι

品
論
が
妥
当
か
ど
う
か
、

そ
れ
は
別
の
機
会
に
侠
つ
つ
も
り
だ
が
、

と
ま
れ
こ
の
時
期
西
鶴
が
、
永
年
に
わ
た
る
馴
染
み
の

害
患
と
離
別
し
た
の
は
た
し
か
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
、
京
の
書
障
松
葉
屋
（
上
村
）
と
結
び
付
く
縁
を
作
っ
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の

流
れ
が
大
坂
の
雁
金
屋
と
の
接
近
に
も
作
用
す
る
。

『
世
間
胸
算
用
ι
出
版
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

右
の
よ
う
な
状
況
を
視
野
に
入
れ
て
、

さ
ら
に
考
究
を
深
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-':) 
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ま
り
こ
の
時
期
、
西
鶴
の
周
辺
は
俳
詰
壇
か
ら
の
誹
読
と
論
難
、
加
え
て
浮
世
草
子
執
筆
へ
の
意
欲
減
退
、
さ
ら
に
創
作
能
力
の
低
下
、

そ

し
て
年
来
の
出
版
書
障
と
の
離
反
と
い
う
憂
惨
な
課
題
が
重
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

年
譜
に
み
る
よ
う
に
、

西
鶴
は
目
を
病
み
こ
の
年

三
月
末
に
一
女
を
先
立
た
せ
る
。

そ
れ
は
亡
妻
の
十
七
回
忌
の
翌
春
の
こ
と
で
も
あ
っ
て
、
秋
に
紀
州
熊
野
に
旅
立
つ
の
も
故
な
し
と
し
な

し、。

4 

面
影
や
位
牌
に
残
る
夜
半
の
月

松
葉
長
平
左
衛
門
と
井
原
西
鶴
の
交
渉
の
み
を
述
べ
て
き
た
が
、
西
鶴
遺
稿
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
附
表
E
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
没
後

早
々
に
刊
行
さ
れ
た
『
西
鶴
置
土
産
』
と
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
正
月
刊
の
『
西
鶴
俗
つ
れ
ム
＼
L

の
二
作
品
が
、
弟
子
北
線
団
水
に
深



く
か
ら
む
出
版
書
障
の
手
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
大
坂
の
八
尾
甚
左
衛
門
と
京
都
の
田
中
庄
兵
衛
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
報
告

し
た
行
）
。

現
在
ま
で
の
調
査
で
は
、
松
葉
屋
と
雁
金
屋
と
、
こ
の
こ
書
患
と
北
係
団
水
と
の
接
近
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
も
西
鶴
没
後
の
、
書

嘩
と
弟
子
団
水
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
確
執
や
ら
交
渉
や
ら
の
関
わ
り
合
い
が
想
定
で
き
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

以
上
、
す
べ
て
既
知
の
事
実
を
基
に
私
な
り
の
整
理
か
ら
状
況
証
拠
を
提
示
し
て
み
た
。
以
下
に
結
論
を
ま
と
め
る
。

時
期
が
元
に
一
反
る
が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
三
月
二
十
八
日
、
西
鶴
の
師
西
山
宗
因
が
没
し
た
後
、
難
波
談
林
の
後
継
者
は
、
大
坂
一

時
軒
岡
西
惟
中
か
西
鶴
か
と
目
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
一
年
前
に
愛
妻
を
亡
く
し
た
岡
西
惟
中
は
、
俳
譜
へ
の
音
山
欲
を
失
な
い
妻
の
実
家
の

成
功
や
矢
数
俳
譜
の
興
行
な
ど
で
得
意
だ
っ
た
か
ら
、
失
意
の
惟
中
な
ど
さ
し
て
気
に
も
か
け
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
に
前
記
う
ち
ゃ
孫
四
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あ
る
岡
山
訪
問
を
ふ
く
め
た
、
中
国
・
四
国
地
方
の
俳
人
・
連
歌
師
歴
訪
の
旅
に
出
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
ろ
の
西
鶴
は
吋
好
色
一
代
男
』
の

を
ふ
く
め
て
中
国
筋
に
は
西
鶴
の
俳
譜
仲
間
が
多
く
い
た
。

そ
れ
か
ら
歳
月
を
経
て
元
禄
五
年
秋
、
西
鶴
は
一
女
の
死
後
熊
野
へ
旅
立
つ
。
な
ぜ
熊
野
な
の
か
。
こ
の
疑
問
は
解
け
そ
う
に
な
い
。

そ

こ
で
再
度
熊
野
で
の
『
西
鶴
独
吟
百
韻
』
だ
が
、

そ
の
五
十
五
句
め
か
ら
の
六
句
を
左
に
引
用
す
る
。

師

恩

し

る

枕

に

替

る

薬

鍋

願

ひ

に

秋

の

氷

取

行

吉

野

帝

さ

く

ら

細

工

に

格

さ

せ



鹿

に

連

泣

き

す

か

す

抱

守

面

影

や

位

牌

に

残

る

夜

半

の

月

廻

国

に

見

る

芦

の

屋

の

里

（

路

西
鶴
の
死
に
後
れ
る
こ
と
一
年
の
元
禄
七
年
十
月
十
一
日
の
晩
、
翌
日
の
死
を
前
に
松
尾
芭
蕉
は
弟
子
丈
州
の
詠
ん
だ
、

薬
の
下
の
寒
さ
か
な
」
な
る
句
を
寸
出
来
た
り
」
と
賞
め
た
（
印
）
。
右
の
西
鶴
吟
の
一
句
め
は
そ
う
い
う
状
景
を
連
想
さ
せ
る
句
作
り
で
あ

コ
フ
づ
く
ま
る

リ
、
同
趣
旨
の
句
柄
で
も
あ
る
。
句
は
そ
こ
か
ら
や
が
て
吉
野
を
点
出
さ
せ
、
鹿
の
妻
恋
う
声
か
ら
抱
守
り
を
出
し
、
亡
妻
の
面
影
を
月
の

座
で
描
き
、
廻
国
行
脚
の
旅
人
を
詠
む
。

い
ま
西
鶴
の
自
註
を
無
視
し
て
連
俳
そ
れ
自
体
を
自
由
に
読
む
と
き
、
私
は
西
鶴
に
お
け
る
熊
野

し
た
か
ど
う
か
。
野
田
寿
雄
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、

井
原
西
鶴
が
紀
伊
を
出
自
と
す
る
の
か
は
、

ま
だ
私
に
結
論
は
出
な
い
（
却
）
O

そ
れ
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行
が
、
亡
妻
お
よ
び
亡
女
と
の
蜜
月
の
旅
に
お
も
え
て
な
ら
な
い
。

そ
の
と
き
西
鶴
は
か
つ
て
の
ラ
イ
バ
ル
岡
西
惟
中
の
中
国
行
を
思
い
出

に
西
鶴
の
亡
き
妻
が
和
歌
山
に
実
家
が
あ
っ
た
と
い
う
の
も
推
測
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
だ
が
、
西
鶴
が
熊
野
へ
旅
し
独
吟
百
韻

を
詠
ん
だ
の
は
事
実
だ
し
、

そ
の
後
か
ど
う
か
は
こ
れ
も
不
明
だ
が
、
辞
世
の
旬
、

浮

世

の

月

見

過

し

に

け

り

末

二

年

が
生
前
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
も
事
実
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
（
れ
）
O

柿
本
人
麿
の
伝
辞
世
歌
と
の
暗
合
は
野
間
光
辰
氏
の
指
摘
に
と
ど

ま
ら
ず
、

た
し
か
に
西
鶴
の
意
図
に
よ
っ
て
作
句
さ
れ
た
辞
世
句
だ
と
私
は
考
え
る
。

そ
の
と
き
、

キ
イ
ワ
！
ド
「
見
過
し
」
の
意
味
内
容

は
、
は
た
し
て
な
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
こ
の
語
の
伝
え
る
読
者
へ
の
発
信
を
、
現
行
の
古
語
辞
典
が
示
す
意
味
に
限
っ
て
よ



い
の
か
ど
う
か
。
私
は
こ
の
「
見
過
し
に
け
り
」
の
一
句
に
、
上
述
年
譜
が
物
語
っ
た
よ
う
な
晩
年
の
悪
戦
苦
闘
と
孤
独
な
生
活
に
耐
え
た

作
家
の
、
「
末
二
年
」
聞
の
索
漠
た
る
精
神
構
造
を
見
る
の
で
あ
り
、
結
旬
、
俳
詰
に
回
帰
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
詩
心
と
、

ゆ
る
〈
無
念
〉
の
お
も
い
を
読
も
う
と
考
え
て
い
る
。

野
間
光
辰
氏
『
刷
補
西
鶴
年
譜
考
詮
』
（
中
央
公
論
社
刊
、
昭
見
）
当
該
項
参
照
。

同
氏
補
註
の
『
定
本
西
鶴
全
集
』
（
中
央
公
論
社
刊
、
昭
お
）
日
巻
「
句
評
集
」
削
頁
頭
註
。

同
氏
の
、
注
1
の
項
の
記
事
参
照
。

右
2
の
頭
註
参
照
。

ゴ

ぜ

西
鶴
の
前
句
「
宵
に
は
泣
て
笑
ふ
明
ぼ
の
」
（
前
幻
）
の
二
句
め
の
附
句
、
「
あ
れ
が
親
持
女
を
殺
し
て
銀
を
取
」
の
評
語
へ
の
指
摘
。

野
間
氏
前
引
の
年
譜
考
詮
の
当
該
項
参
照
。

小
論
「
可
西
鶴
織
留
』
と
出
版
令
官
皐
」
、
野
間
光
辰
氏
編
『
西
鶴
論
叢
』
（
中
央
公
論
社
刊
、
昭
日
）
参
照
。
い
わ
ゆ
る
乳
母
唱
で
あ
り
、
妻
を
早

く
夫
し
た
男
が
、
乳
呑
児
を
抱
え
て
乳
貰
い
に
歩
き
、
ま
た
男
の
甲
斐
性
な
さ
か
ら
乳
母
奉
公
に
出
た
女
の
哀
れ
さ
を
綴
っ
た
一
連
の
小
篇
で
、

『
世
間
胸
算
用
』
巻
三
の
「
小
判
は
寝
姿
の
夢
し
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

矢
島
玄
亮
氏
『
徳
川
時
代
川
一
際
集
覧
』
正
続
（
万
葉
旦
書
店
刊
、
昭
日
）
・
井
土
隆
明
氏
『
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
（
可
日
本
書
誌
学
大
系
H
L、
青

裳
堂
書
店
刊
、
昭
防
）
参
照
。

野
間
氏
前
引
可
年
譜
考
詮
』
に
は
、
こ
の
五
名
は
高
野
山
「
三
宝
院
を
中
心
と
す
る
高
野
山
内
の
僧
侶
衆
か
と
想
像
さ
れ
L

る
と
あ
る
。

『
定
本
西
鶴
全
集
』
第
十
一
巻
下
附
録
、
「
西
鶴
研
究
L

第
十
五
号
所
収
（
中
央
公
論
社
刊
、
昭
日
）
参
照
。
吉
田
氏
は
こ
の
文
中
、
「
西
鶴
の
谷
町

筋
へ
の
転
居
は
、
元
禄
元
年
（
に
…
）
以
斗
別
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
野
間
氏
ま
た
『
年
譜
考
詮
』
で
「
結
論
と
し
て
は
、
私
は

や
は
り
移
居
説
に
賛
成
す
る
。
」
と
さ
れ
た
。
筆
者
は
本
稿
の
視
点
か
ら
、
右
の
報
告
の
他
に
、
本
文
に
説
く
ご
と
く
、
署
名
に
〈
俳
譜
師
〉
と

記
し
た
西
鶴
を
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

［注］

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
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西
鶴
の
、

し、

わ
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檎
谷
著
『
井
原
西
鶴
研
究
』
（
三
弥
井
書
店
刊
、
昭
m
刀
）
所
収
、

J
貝
享
五
年
の
西
鶴
本
L

ほ
か
参
照
c

右
同
令
官
所
収
論
文
。
私
は
そ
こ
で
、
西
鶴
没
後
の
遺
稿
出
版
に
つ
い
て
、
こ
の
本
屈
が
ま
こ
と
に
あ
ざ
や
か
な
企
業
イ
メ
ー
ジ
で
、
読
者
の
心
理

を
つ
か
も
う
と
し
た
か
、
を
分
析
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

信
多
純
一
氏
ョ
万
の
文
反
古
』
切
継
考
L

（
野
間
光
辰
氏
編
町
西
鶴
論
叢
』
所
収
、
中
央
公
論
社
刊
、
昭
叩
）
参
照
。

前
項
と
同
じ
。

西
島
孜
哉
氏
「
可
武
道
伝
来
記
ι
論
」
（
『
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
篇
』
第
汎
集
所
収
、
昭

m
7
2）
参
照
。

右
論
文
の
四
「
残
余
の
草
稿
の
行
方
」
参
照
。

小
論
「
『
色
里
三
所
叶
垣
市
』
と
『
好
色
兵
揃
』
L

（
檎
谷
『
井
原
西
鶴
研
究
L

所
収
）
参
照
。
こ
こ
で
筆
者
は
松
葉
屋
系
と
八
尾
系
の
二
派
の
書
卑

が
、
没
後
の
西
鶴
本
出
版
に
関
し
て
、
商
品
と
し
て
の
〈
西
鶴
〉
を
売
り
出
し
た
の
で
あ
り
、
と
く
に
晩
年
の
西
鶴
と
結
ん
で
西
鶴
本
を
出
版

し
た
松
葉
屋
と
雁
金
屈
の
二
書
卑
が
、
「
死
期
近
い
孤
独
な
作
家
に
と
っ
て
へ
「
な
に
ほ
ど
か
の
支
え
で
あ
っ
た
ろ
う
L

と
の
推
測
を
述
べ
た
。

以
上
こ
の
百
韻
の
引
用
は
す
べ
て
『
定
本
西
鶴
全
集
「
』
第
十
二
巻
所
収
の
『
西
鶴
独
吟
百
前
自
註
絵
巻
b

に
よ
っ
た
。

向
井
去
来
の
「
丈
州
ガ
誌
」
に
よ
る
。

野
同
寿
雄
氏
寸
井
原
酉
鶴
の
家
系
に
つ
い
て
し
（
河
野
田
教
授
／
退
官
記
念
日
本
文
学
新
発
見
研
究
資
料
』
所
収
、
笠
間
書
院
刊
、
昭
日
・
3
）
・

「
井
原
西
鶴
の
家
系
再
考
」
（
『
青
山
語
文
L

日
号
所
収
、
昭
同
・

3
）
参
照
。

な
ぜ
な
ら
末
玉
「
末
二
年
L

は
、
西
鶴
が
元
禄
六
年
中
は
少
な
く
と
も
生
き
て
い
る
意
志
が
あ
っ
た
表
明
と
も
読
み
と
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
『
反

古
集
』
に
い
う
寸
浮
世
の
月
見
す
く
し
に
け
り
後
二
年
」
に
せ
よ
、
『
末
若
葉
』
所
収
の
つ
末
二
年
浮
世
の
月
を
見
過
し
た
り
し
に
せ
よ
、
そ
こ

に
は
伝
柿
本
人
麿
の
辞
世
歌
、
「
石
見
の
や
高
角
山
の
木
の
間
よ
り
こ
の
世
の
月
を
見
果
て
つ
る
か
な
L

又
は
「
浮
世
の
月
を
見
果
て
つ
る
か
な
」

（
可
定
本
西
鶴
全
集
』
第
十
二
巻
『
新
編
西
鶴
発
句
集
』
当
該
項
の
頭
注
参
照
）
な
ど
の
諸
伝
と
の
関
わ
り
ゃ
、
右
人
麿
歌
の
背
後
に
連
想
さ
れ

る
人
麿
の
石
見
の
主
へ
の
愛
惜
の
念
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
想
起
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
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（日）

（

H
）
 

（日）
（胎）
（口）

（同）
（円）
（却）21 ［

付
記
］
右
の
稿
は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
七
日
（
土
）
午
後
二
時
十
分
か
ら
六
十
分
間
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
品
川
区
豊
町
）
の
大
会
議
室
に
お

い
て
、
第
二
十
四
回
公
開
講
演
会
の
講
演
と
し
て
発
表
し
た
同
題
の
草
稿
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

会
後
に
市
古
貞
次
・
野
川
寿
雄
両
先
生
を
は
じ
め
諸
先
輩
、
諸
賢
の
有
益
な
御
教
一
不
を
符
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。


